
APAIE2023 バンコク大会
《STUDY IN JAPAN ⽇本合同ブース》

出展団体アンケート集計結果

※回答：出展18団体中 18団体より(回答率 : 100.0％)

W E B公開用

◎大会終了後 (2023年5月)にWEBアンケートを実施。
◎実際に大会に参加した方に回答を依頼。
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5.6%(1)

22.2%(4)

22.2%(4)

27.8%(5)

27.8%(5)

27.8%(5)

33.3%(6)

33.3%(6)

66.7%(12)

72.2%(13)

77.8%(14)

その他

広報したい新規のプログラム、プロジェクトがあった

人材育成(スタッフ研修)のため

タイ及び東南アジアでの新規協定校開拓

国内大学とのネットワーキング強化

Post Covidを迎え留学が再び動き出したので最新の情報収集のため

セッションを聞き世界各地の最新動向の情報収集をしたかった

Covidパンデミック発生後、久しぶりのAPAIE年次大会が対面大会開催だったため

タイ及び東南アジアは協定校が多く、交流を深めるため

継続的にブース出展することで、自大学のプレゼンスが示せる、ブランド力が高められる

タイ及び東南アジアに限らず、APAIEに参加している他地域と新規開拓を図りたかったため

1. APAIE2023バンコク大会に出展した理由を教えてください。

複数選択可

（回答数=18）

 出展した理由

•タイ、東南アジア地域以外の協定校とのミーティング実施のため
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２. 今回のAPAIEは「久しぶりの対面のAPAIE大会」でした。
出展参加にあたり、特に意識した点は何でしょうか？

複数選択可 意識した点

0.0%(0)

16.7%(3)

27.8%(5)

38.9%(7)

38.9%(7)

83.3%(15)

その他

コロナ禍の間に学内の担当者が入れ替わり、新担当者の研修・育成の場としたかった

積極的にセッションやワークショップに参加するようにした

積極的に新しいパートナー校を探そうとした

積極的に国内の他大学の方達とネットワーキングするようにした

積極的に既存の協定校との打合せのアポイントを入れた

（回答数=18）

COPYRIGHT (C) 2023 JAFSA ALL RIGHTS RESERVED.



3. 既存の協定校とは、どのような打合せをされましたか？

複数選択可 打合せの内容

0.0%(0)

44.4%(8)

50.0%(9)

88.9%(16)

その他

顔合せや引継ぎ（コロナ禍の間に担当者が変わった）

オンライン打合せでは解決できなかった事項の話し合い

挨拶・情報交換（特定の問題はないが、久しぶりのため、対面コミュニケーションを重視）

（回答数=18）
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▶打合せのきっかけ

4. 「飛び入りの打合せ」はありましたか？

（回答数=18）

１つだけ選択飛び入り打合せの有無

1－5件あった
50.0%(9)6－10件あった

33.3%(6)

11件以上あった
16.7%(3)

なかった
0.0%(0) 複数選択可

（回答数=18）

5.6%(1)

22.2%(4)

27.8%(5)

72.2%(13)

100.0%(18)

その他

Info(JAFSA)ブースからの案内

通りすがりの方にこちらから声をかけた

資料カウンターに関心をもたれたところから話が進んだ

向こうから積極的にアプローチがあった
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5. 単独ブースでなく「⽇本合同ブース」で出展するメリットを
どこに強く感じますか？

（回答数=18）

5.6%(1)

61.1%(11)

66.7%(12)

77.8%(14)

83.3%(15)

83.3%(15)

88.9%(16)

その他

シェアブースでの出展も可能なため、費用負担が押さえられる

国内大学同⼠でもネットワーキングができる

STUDY in JAPANとしての宣伝や統⼀装飾など、押さえた費用で広報が効果的に⾏える

会場内での目⽴つ位置、人通りの良い場所にブースが構えられる

広く「⽇本」に関心がある人を引き寄せるので、新規開拓のチャンスがある

まとまって出展することで会場内で目⽴ち、存在感が増す

複数選択可 合同ブースのメリット

• shareブースでは、不在時の相互対応や、他大学ブース待ちでの自大学の紹介に
つなげられたり、協力体制が取れて大変勉強になりました。
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6. 出展した成果について教えてください。
出展成果はどの点に現われていますか？

（回答数=18）

0.0%(0)

16.7%(3)

22.2%(4)

33.3%(6)

38.9%(7)

66.7%(12)

94.4%(17)

その他

大学・機関のブランド力が増した、プレゼンスが示せた

人材育成(研修)に役⽴った

国際教育交流関連の情報収集に役⽴った

新規協定校が増えた（交渉継続中を含む）

プログラム、プロジェクトの広報の良い場となった

既存の協定校とのメンテナンスが効率的にできた

複数選択可 出展成果
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7. 前頁の出展成果について、
具体的に教えていただけますか？

 海外の協定校が1校増えた（交渉中）。

 北欧の大学と協定締結の予定。

 まずは既存の協定校との関係維持を優先して様々な協定校と
有意義な面会ができたが、新規の開拓も複数⾏うことができ、
そのうち2～3校とは前向きに協定の話を進めることとなった。

 効率的に協定校との打ち合わせが⾏えた

 国際執⾏部が参加してくれたので、状況を理解してくれた

 今回は特にアジアとヨーロッパの大学と面談がありました。
また既存協定校とは、コロナ以降で面談し、関係を維持する
ようにしています。

自由記述

（回答数=11）

 普段訪問できない教育機関や担当者と直接、お話ができたこと。

 メールでのやり取りよりも深いコミュニケーションができた。

 グローバル人事育成の研修として参加しました。留学の情報交
換だけではなく、各国のダイバーシティ推進の状況が把握でき
て、自部署に役⽴つ有意義な研修となりました。

 コロナ禍に新しく加わったスタッフのトレーニングにAPAIEを
活用した。実際に経験することで今後の業務に役⽴つを考えて
いる。
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8. APAIE2023バンコク大会に参加されての
全体の感想や出展に関するご意見をお願います。

 Study in Japanブースが目⽴つ位置でとても良かったです。

 会場はとてもきれいで、あまり大きい会場ではなかったですが、ほかの大学のブースにも⾏きやすいし、この規模感のメリットをた
くさん感じました。また合同ブースで、統⼀した装飾、サクラの模様など、海外大学への宣伝になったかと思います。

 久しぶりの対面開催で多くの大学と直接面会することができ、非常に有意義な会議となった。

 コロナ禍でなかなか対面で情報共有できなかった既存の協定校とのアップデイトなど効率的にできた。

 APAIEはNAFSAやEAIEに比べると規模が小さいため、色々な大学関係者との関係構築がしやすいように感じる。他の東南アジアの
大学とのミーティングをしたが、英語で実施をするプログラムを始め、その国ならではのプログラムを作ってきている印象を持った。
⽇本というブランドは海外から見るとまだまだ魅力的なものなので、それを活かしたプログラム作りを考える必要があると感じた。

 ブース以外のところで交流ができる場所があったため、新しい人に出会うことが簡単でした。
そして、規模がNAFSAより小さかったので、密に交流ができました。

 欧米からの参加者も多く、投入が少ない中、⼀定の成果を得ることができた。

感想・意見 自由記述
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